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養育行動を引き起こす多感覚統合機構の解明 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

本研究ではマウスの養育行動をモデルに、多感覚情報がどのように統合され行動を生み出すのか

という問いに対してアプローチしている。2年目の 2022年度は筆頭著者として 2本の論文を発表

した。１つはトランスシナプス標識を用いて第１次聴覚野における異なる抑制性神経細胞種のプレ

シナプス結合パターンを明らかにした論文である。これにより仔の泣き声を含む音声情報がどのよ

うに聴覚野における情報処理機構の理解が進むことが期待される。今後はこの研究を発展させ、

聴覚野の下流である前頭野などの高次認知領野における多感覚情報の処理にアプローチする予

定である。 

2つ目の論文は感覚情報と報酬性を連合するのに重要な脳領域とされる大脳皮質眼窩前頭皮質

において、メスマウスの養育行動中の神経表象とその機能を調べたプレプリントである。本論文で

は眼窩前頭皮質は養育行動の学習・獲得に関わっており、眼窩前頭皮質の神経細胞は領域全体

として養育行動を表象していることを明らかにした。また、眼窩前頭皮質で符号化された情報は報

酬系の中脳腹側被蓋野のドーパミン細胞を介して養育行動の学習・獲得に関与していることが示

唆された。一方で、眼窩前頭皮質の神経細胞は頭部固定の状態で仔の泣き声や匂いに対して反

応する細胞を含んでいたが、その多くは養育行動を表象している細胞群には含まれておらず、感

覚刺激がどのように統合され行動を生み出すかについての直接的な示唆は得られなかった。今後

は中脳腹側被蓋野などの報酬系の領域において、感覚情報と行動の符号化やその可塑性につ

いて研究を行なっていく予定である。 
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